
農山漁村地域整備計画における事後評価

■計画の概要

整備計画名 新潟県越後杉を育む森林づくり計画 計画策定主体 新潟県

対象市町村 新潟市 ほか19市６町４村 計画の期間 平成22年度～平成26年度

計画の目標 林道等の林内路網整備や集約化による間伐材の生産性を高めた森林整備を進

め、水源涵養機能等の多面的な森林機能の高度発揮を図る。

■事後評価

全体事業費（千円） 目標値の実現状況

対 象 地区数 （上段：計画） 主な事業内容 目標値 実績値 達成

下段：実績 （m3） （m3） 状況

（ 7,402,140）
林道開設、林道改良、林道舗装 (間伐材 (間伐材

森林整備事業 37
7,337,081

森林整備 搬出量) 搬出量)

漁場保全の森づ
1

（ 148,000） 森林整備 22,400 30,670 137%

くり事業 99,757

農業用水保全の
1

（ 62,000） 森林整備

森づくり事業 59,056

計 39
（ 7,612,140）

7,495,894

進 捗 状 況

・事業対象の39地区について概ね計画どおり事業を実施した。

・計画期間内に事業完了が図られなかった地区については、引き続き次期計画により、事

業完了に向けて取り組んでいく。

事業効果の発現状況

・林道の開設や舗装等を実施し、高性能林業機械や大型トラック等の導入が可能となる森

林が増加したことにより、適切な森林整備が進み、間伐材等の搬出量が増加した。

・森林整備や松くい虫被害林の整備等を行い、森林機能の高度発揮が図られた。

目 標値 の実現状 況

・林道沿線の集約化等の推進により適切な森林整備が進み、着工時の実績量（14,900m3）

に対し、完了年度は実績量（30,670m3）と事業期間の５年間で206％の増加が図ることが

できた。

今 後 の 方 針

・今後、主伐期を迎えるスギ人工林等は、健全な森林育成のための施業や間伐材の効率的

な搬出のための林内路網が必要であるため、計画期間を平成27年度～平成31年度とする農

山漁村地域整備計画（２期）を引き続き実施し、県産材の利活用や森林の多面的機能向上

を図ることとする。

※ 事業費には農山漁村地域整備交付金以外の事業費も含んでいる。


